
(57)【要約】

【課題】効率的にブーティングが行われる電界発光ディ

スプレイパネルの駆動方法及び装置を提供する。

【解決手段】データ電極ラインと走査電極ラインとがそ

れぞれ所定間隔をおいて互いに交差するように形成され

て、この交差領域に電界発光セルが形成される電界発光

ディスプレイパネルについて、現在の水平駆動時間のデ

ィスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動時

間のディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化ベクト

ルに対応するブーティング電流を前記その次の水平駆動

時間の初期にデータ電極ラインのそれぞれに印加する電

界発光ディスプレイパネルの駆動方法及び装置である。

ここで、ブーティング電流の瞬時値が常にほぼ一定であ

り、ブーティング電流のそれぞれの印加時間が現在の水

平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその

次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれ

との変化量に比例する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ー タ 電 極 ラ イ ン と 走 査 電 極 ラ イ ン と が そ れ ぞ れ 所 定 間 隔 を お い て 互 い に 交 差 す る よ う
に 形 成 さ れ 、 そ の 交 差 領 域 に 電 界 発 光 セ ル が 形 成 さ れ た 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に つ
い て 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間
の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 そ れ ぞ れ と の 変 化 ベ ク ト ル に 対 応 す る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 前 記
そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 に 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 印 加 す る 電 界 発 光 デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に お い て 、
　 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 で あ り 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の そ れ ぞ
れ の 印 加 時 間 が 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平
駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と の 変 化 量 に 比 例 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 よ り そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ
イ デ ー タ 信 号 が 大 き い 場 合 は 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 方 向 が 前 記 電 界 発 光 セ ル に 対 し て
順 方 向 で あ り 、
　 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 よ り そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ
イ デ ー タ 信 号 が よ り 小 さ い 場 合 は 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 方 向 が 前 記 電 界 発 光 セ ル に 対
し て 逆 方 向 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ
デ ー タ 信 号 と が 同 じ で あ る 場 合 は 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 印 加 し な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 デ ー タ 電 極 ラ イ ン と 走 査 電 極 ラ イ ン と が そ れ ぞ れ 所 定 間 隔 を お い て 互 い に 交 差 す る よ う
に 形 成 さ れ 、 そ の 交 差 領 域 に 電 界 発 光 セ ル が 形 成 さ れ る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に 関
し 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の
デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と の 変 化 ベ ク ト ル に 対 応 す る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 前 記
そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 に 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 印 加 す る 電 界 発 光 デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 に お い て 、
　 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 で あ り 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の そ れ ぞ
れ の 印 加 時 間 が 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平
駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と の 変 化 量 に 比 例 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン の 信 号 入 力 端 に 連 結 さ れ 、 入 力 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 に よ
り デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 流 信 号 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に
印 加 し 、 そ れ ぞ れ の 水 平 駆 動 周 期 の 初 期 に 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン
に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 入 力 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 に よ る 走 査 駆 動 信 号 を 前 記 走 査 電 極 ラ イ ン の そ れ ぞ れ
に 順 次 印 加 す る 走 査 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 及 び 前 記 ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 を 入 力
し 、 前 記 走 査 駆 動 部 に ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 を 入 力 す る 制 御 部 と を 含 む 請 求 項 ４ に 記 載 の
電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 、
　 前 記 制 御 部 か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 周 期 的 に 保 持 す る 一 方 、 現 在 の 水 平 駆 動 時
間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信
号 の そ れ ぞ れ と を 周 期 的 に 出 力 す る ラ ッ チ 回 路 と 、
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　 前 記 ラ ッ チ 回 路 か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ を 前 記
デ ー タ 電 流 信 号 に 変 換 す る デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 と 、
　 前 記 ラ ッ チ 回 路 か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の
次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と を 比 較 し て 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電
流 を 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 印 加 し 、 前 記 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 か ら の デ ー タ 電 流 信
号 を 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 印 加 す る 出 力 回 路 と を 含 む 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 界 発 光 デ ィ ス
プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ラ ッ チ 回 路 が 、
　 水 平 同 期 信 号 に 従 っ て 、 自 己 が 保 持 し て い る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 前 記 制
御 部 か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 保 持 す る （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ と 、
　 前 記 水 平 同 期 信 号 に 従 っ て 、 自 己 が 保 持 し て い る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 前
記 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ そ れ ぞ れ か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 保 持 す る ｎ デ ー タ
ラ ッ チ と を 含 む 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 出 力 回 路 が 、
　 前 記 ラ ッ チ 回 路 か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の
次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と を 比 較 し 、 増 加 又 は 減 少 を 示 す
増 減 信 号 、 及 び 増 減 量 を 示 す 増 減 量 信 号 を 発 生 す る デ ジ タ ル 比 較 器 と 、
　 そ の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 で あ り 、 前 記 デ ジ タ ル 比 較 器 か ら の 増 減 信 号 に 従 っ て 極 性 が
変 わ る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 出 力 す る 電 流 源 と 、
　 前 記 電 流 源 の そ れ ぞ れ か ら 出 力 さ れ る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の そ れ ぞ れ を ス イ ッ チ ン グ す る
ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ チ と 、
　 前 記 デ ジ タ ル 比 較 器 か ら の 増 減 量 信 号 の そ れ ぞ れ に 従 っ て 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ
チ の そ れ ぞ れ の 動 作 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 器 と 、
　 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ チ の 出 力 信 号 と 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 か ら の 出 力 信
号 と を 交 互 に 選 択 し 、 選 択 し た 出 力 信 号 を 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 印 加 す る 出 力 電 流 ス イ
ッ チ と を 含 む 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 法 及 び 装 置 に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 、 デ ー
タ 電 極 ラ イ ン と 走 査 電 極 ラ イ ン と が 所 定 間 隔 を お い て 互 い に 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ 、 そ
の 交 差 領 域 に 電 界 発 光 セ ル が 形 成 さ れ る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 法 及 び 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 一 般 的 な 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル ２ 及 び 駆 動 装 置 を 含 む 。 駆 動 装 置 は 、 制 御 部 ２ １ 、 走 査 駆 動 部 ６ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ を
含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ２ で は 、 デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ と 走 査 電 極 ラ イ ン ４ と が そ れ
ぞ れ 所 定 間 隔 を お い て 互 い に 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ 、 そ の 交 差 領 域 に 電 界 発 光 セ ル １ が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 制 御 部 ２ １ は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 信 号 Ｓ Ｉ Ｍ を 処 理 し 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ に デ ー タ
制 御 信 号 Ｓ Ｄ Ａ を 印 加 し 、 走 査 駆 動 部 ６ に 走 査 制 御 信 号 Ｓ Ｓ Ｃ を 印 加 す る 。 こ こ で 、 デ ー
タ 制 御 信 号 Ｓ Ｄ Ａ は デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 及 び ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 を 含 み 、 走 査 制 御
信 号 Ｓ Ｓ Ｃ は ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ の 信 号 入 力 端 に 連 結 さ れ た デ ー タ 駆 動 部 ５ は 、 制 御 部 ２ １ か ら の ス
イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 に よ り 制 御 部 ２ １ か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電
流 信 号 を 生 成 し て デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 走 査 電 極 ラ イ ン ４ の 信 号 入 力 端 に 連 結 さ れ た 走 査 駆 動 部 ６ は 、 制 御 部 ２ １ か ら 入 力 さ れ
る ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 に よ る 走 査 駆 動 信 号 を 走 査 電 極 ラ イ ン ４ そ れ ぞ れ に 順 次 印 加 す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 図 １ の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 駆 動 部 ５ は 、 イ ン タ フ ェ
ー ス ３ ０ 、 ラ ッ チ 回 路 ３ １ 、 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 （ Ｄ ／ Ａ ） ３ ２ 及 び 出 力 回 路 ３ ３
を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 制 御 部 ２ １ か ら イ ン タ フ ェ ー ス ３ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ に 従 っ
て 動 作 す る ラ ッ チ 回 路 ３ １ は 、 制 御 部 ２ １ か ら イ ン タ フ ェ ー ス ３ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る デ
ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ Ｄ Ａ を 周 期 的 に 格 納 す る 一 方 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ
イ デ ー タ 信 号 そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 そ れ ぞ れ と を 周
期 的 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｄ ／ Ａ ３ ２ は 、 ラ ッ チ 回 路 ３ １ か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 そ
れ ぞ れ を デ ー タ 電 流 信 号 に 変 換 す る 。 出 力 回 路 ３ ３ は 、 Ｄ ／ Ａ ３ ２ か ら の デ ィ ス プ レ イ デ
ー タ 信 号 に よ る デ ー タ 出 力 信 号 Ｉ Ｄ １ な い し Ｉ Ｄ ｍ を デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の よ う な 一 般 的 な 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に お い て 、 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 ご と に
ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ に 印 加 し て 駆 動 速 度 を 向 上 さ せ る 技 術 （ 特 許 文 献
１ 参 照 ） や 、 デ ー タ の 増 減 に よ り 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 制 御 し て 消 費 電 力 を 減 ら す 技 術
（ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 技 術 に 基 づ く 一 般 的 な 駆 動 装 置 及 び 方 法
を 次 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ な い し ３ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 図 ２ の デ ー タ 駆 動 部 ５ の ラ ッ チ 回 路 ３ １ は 、 一 般
的 に （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ ３ １ Ｒ １ な い し ３ １ Ｒ ｍ 及 び ｎ デ ー タ ラ ッ チ ３ １ Ｌ １ な い
し ３ １ Ｌ ｍ を 含 む 。 ま た 、 図 ２ の デ ー タ 駆 動 部 ５ の 出 力 回 路 ３ ３ は 、 一 般 的 に デ ジ タ ル 比
較 器 ３ ３ Ｃ １ な い し ３ ３ Ｃ ｍ 、 Ｄ ／ Ａ ３ ３ Ｄ １ な い し ３ ３ Ｄ ｍ 及 び 出 力 電 流 ス イ ッ チ Ｓ １

な い し Ｓ ｍ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ ３ １ Ｒ １ な い し ３ １ Ｒ ｍ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ に 従 っ
て 、 そ れ ら が 保 持 し て い る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 制 御 部 ２ １ か ら イ ン タ フ ェ
ー ス ３ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ を 保 持 す る 。 ｎ デ ー タ ラ ッ
チ ３ １ Ｌ １ な い し ３ １ Ｌ ｍ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ に 従 っ て 、 そ れ ら が 保 持 し て い る
デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ ３ １ Ｒ １ な い し ３ １ Ｒ ｍ の
そ れ ぞ れ か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｄ ／ Ａ ３ ２ １ な い し ３ ２ ｍ は 、 ラ ッ チ 回 路 ３ １ の ｎ デ ー タ ラ ッ チ ３ １ Ｌ １ な い し ３ １ Ｌ

ｍ か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ の そ れ ぞ れ を デ ー タ 電 流 信 号
Ｉ Ｄ Ｐ １ な い し Ｉ Ｄ Ｐ ｍ に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 出 力 回 路 ３ ３ の デ ジ タ ル 比 較 器 ３ ３ Ｃ １ な い し ３ ３ Ｃ ｍ は 、 ｎ デ ー タ ラ ッ チ ３ １ Ｌ １ な
い し ３ １ Ｌ ｍ か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ と （ ｎ ＋ １ ） デ ー
タ レ ジ ス タ ３ １ Ｒ １ な い し ３ １ Ｒ ｍ か ら の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ

ｎ ＋ １ と を 比 較 し 、 そ の 結 果 と し て の ブ ー テ ィ ン グ デ ー タ 信 号 を 発 生 す る 。 Ｄ ／ Ａ ３ ３ Ｄ

１ な い し ３ ３ Ｄ ｍ は 、 デ ジ タ ル 比 較 器 ３ ３ Ｃ １ な い し ３ ３ Ｃ ｍ か ら の ブ ー テ ィ ン グ デ ー タ
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信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し て ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ を 出 力 す る 。 出 力 電
流 ス イ ッ チ Ｓ １ な い し Ｓ ｍ は 、 出 力 回 路 ３ ３ の Ｄ ／ Ａ ３ ３ Ｄ １ な い し ３ ３ Ｄ ｍ か ら の 出 力
信 号 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ と Ｄ ／ Ａ ３ ２ １ な い し ３ ２ ｍ か ら の 出 力 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ な い し Ｉ Ｄ

Ｐ ｍ と を 交 互 に 選 択 し て 、 選 択 し た 出 力 信 号 を デ ー タ 出 力 信 号 Ｉ Ｄ １ な い し Ｉ Ｄ ｍ と し て
デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ 及 び ４ を 参 照 し て 図 ３ の デ ー タ 駆 動 部 を 有 す る 一 般 的 な 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置
の 駆 動 方 法 を 説 明 す る 。 図 ４ に お い て 、 参 照 符 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ は い ず れ か １ つ の Ｄ ／ Ａ ３ ２ １

か ら の デ ー タ 電 流 信 号 を 、 Ｉ Ｄ １ は Ｄ ／ Ａ ３ ２ １ に 対 応 す る 出 力 電 流 ス イ ッ チ Ｓ １ か ら デ
ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る デ ー タ 出 力 信 号 を 、 Ｖ Ｄ １ は デ ー タ 電 極 ラ イ
ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 信 号 を 、 そ し て Ｖ Ｓ １ な い し Ｖ Ｓ ６ は 走 査 電 極
ラ イ ン （ 図 １ の ４ ） に 印 加 さ れ る 走 査 電 圧 信 号 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 デ ー タ 出 力 信 号 Ｉ Ｄ １ を 参 照 す れ ば 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ

ｎ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ の 変 化 ベ ク ト ル に 対 応 す る
ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 に デ ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印
加 さ れ る 。 こ こ で 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 は 、 デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ の 増 減 量 に 比
例 す る 。 こ れ と 関 連 し 、 第 １ 及 び 第 ２ 水 平 駆 動 周 期 ｔ １ ～ ｔ ３ ， ｔ １ ～ ｔ ３ を 代 表 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 水 平 駆 動 周 期 ｔ １ ～ ｔ ３ の ブ ー テ ィ ン グ 時 間 ｔ １ ～ ｔ ２ で は 、 そ の 走 査 時 間 ｔ ２ ～
ｔ ３ に お け る デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ が そ れ 以 前 の 走 査 時 間 （ 図 示 せ ず ） に お け る デ ー タ
電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ よ り 大 き い の で 、 そ の 差 分 に 比 例 し た 正 の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が デ ー タ 電
極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 水 平 駆 動 周 期 ｔ １ ～ ｔ ３ の ブ ー テ ィ ン グ 時 間 ｔ ３ ～ ｔ ５ で は 、 そ の 走 査 時 間 ｔ ４ ～
ｔ ５ に お け る デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ が そ れ 以 前 の 走 査 時 間 ｔ ２ ～ ｔ ３ に お け る デ ー タ 電
流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ よ り 小 さ い の で 、 そ の 差 分 に 比 例 し た 負 の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が デ ー タ 電 極
ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 、 前 記 の よ う な 一 般 的 な 駆 動 装 置 及 び 方 法 に よ れ ば 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 に よ り 駆
動 速 度 が 向 上 さ れ う る 。 し か し 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ の
増 減 量 に 比 例 す る の で 、 デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ の 増 減 量 が 非 常 に 大 き い 場 合 に は ブ ー テ
ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が 非 常 に 大 き く な り 、 走 査 さ れ な い 電 界 発 光 セ ル を 発 光 さ せ る 原 因 と
な る ク ロ ス ト ー ク が 生 じ 、 ま た 、 消 費 電 力 が 増 え る と い っ た 問 題 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ５ ３ １ ， ８ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 公 開 第 １ ， ０ ９ １ ， ３ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 及 び 装 置 に お い て 、 水 平 駆 動
周 期 の 初 期 に 高 速 動 作 の た め の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 効 率 的 に 印 加 す る こ と に よ り 、 走 査 さ
れ な い 電 界 発 光 セ ル を 発 光 さ せ る よ う な ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 防 止 し 、 消 費 電 力 を 減 ら す
と こ ろ に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 目 的 を な す た め の 本 発 明 は 、 デ ー タ 電 極 ラ イ ン と 走 査 電 極 ラ イ ン と が そ れ ぞ れ 所 定
間 隔 を お い て 互 い に 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 交 差 領 域 に 電 界 発 光 セ ル が 形 成 さ れ る
電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に 関 し 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ
れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と の 変 化 ベ ク ト ル に
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対 応 す る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 前 記 そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 に 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン の
そ れ ぞ れ に 印 加 す る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 及 び 装 置 で あ る 。 こ こ で 、 前
記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 で あ り 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の そ れ ぞ れ の
印 加 時 間 が 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と そ の 次 の 水 平 駆 動
時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の そ れ ぞ れ と の 変 化 量 に 比 例 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 前 記 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 法 及 び 装 置 に よ れ ば 、 前 記 ブ ー テ ィ ン
グ 電 流 に よ る 必 要 電 力 が 印 加 時 間 に よ り 調 整 さ れ て 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 が 常 に
ほ ぼ 一 定 と な る 。 従 っ て 、 前 記 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 の 過 度 な 上 昇 を 制 限 で き る の で
、 走 査 さ れ な い 電 界 発 光 セ ル を 発 光 さ せ る よ う な ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 防 止 し 、 ま た 、 消
費 電 力 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 望 ま し い 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す で に 説 明 さ れ た 図 １ 及 び ２ の 一 般 的 な 駆 動 装 置 の 基 本 的 な 構 成 及 び 動 作 は 本 発 明 の 駆
動 装 置 に も 同 様 に 適 用 さ れ る の で 、 そ の 説 明 が 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 、 ２ 及 び ５ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 で は 、 図 ２ の デ ー タ
駆 動 部 ５ の ラ ッ チ 回 路 ３ １ を 置 き 換 え る ラ ッ チ 回 路 ５ １ が 、 典 型 的 に は 、 （ ｎ ＋ １ ） デ ー
タ レ ジ ス タ ５ １ Ｒ １ な い し ５ １ Ｒ ｍ 及 び ｎ デ ー タ ラ ッ チ ５ １ Ｌ １ な い し ５ １ Ｌ ｍ を 含 む 。
ま た 、 図 ２ の デ ー タ 駆 動 部 ５ の 出 力 回 路 ３ ３ を 置 き 換 え る 出 力 回 路 ５ ３ は 、 デ ジ タ ル 比 較
器 ５ ３ Ｃ １ な い し ５ ３ Ｃ ｍ 、 電 流 源 （ Ｃ Ｓ ） ５ ３ Ｓ １ な い し ５ ３ Ｓ ｍ 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流
ス イ ッ チ Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ 、 Ｔ Ｇ ５ ３ Ｔ １ な い し ５ ３ Ｔ ｍ 、 出 力 電 流 ス イ ッ チ Ｓ １ な い
し Ｓ ｍ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ ５ １ Ｒ １ な い し ５ １ Ｒ ｍ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ に 従 っ
て 、 そ れ ら に 保 持 さ れ て い る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 制 御 部 ２ １ か ら イ ン タ フ
ェ ー ス ３ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ を 保 持 す る 。 ｎ デ ー タ ラ
ッ チ ５ １ Ｌ １ な い し ５ １ Ｌ ｍ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ に 従 っ て 、 そ れ ら に 保 持 さ れ て
い る デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 を 出 力 し 、 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ ５ １ Ｒ １ な い し ５ １ Ｒ

ｍ の そ れ ぞ れ か ら の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｄ ／ Ａ ５ ２ １ な い し ５ ２ ｍ は 、 ラ ッ チ 回 路 ５ １ の ｎ デ ー タ ラ ッ チ ５ １ Ｌ １ な い し ５ １ Ｌ

ｍ か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ の そ れ ぞ れ を デ ー タ 電 流 信 号
Ｉ Ｄ Ｐ １ な い し Ｉ Ｄ Ｐ ｍ に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 出 力 回 路 ５ ３ の デ ジ タ ル 比 較 器 ５ ３ Ｃ １ な い し ５ ３ Ｃ ｍ は 、 ｎ デ ー タ ラ ッ チ ５ １ Ｌ １ な
い し ５ １ Ｌ ｍ か ら の 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ と （ ｎ ＋ １ ） デ ー
タ レ ジ ス タ ５ １ Ｒ １ な い し ５ １ Ｒ ｍ か ら の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ

ｎ ＋ １ と を 比 較 し 、 増 加 又 は 減 少 を 示 す 増 減 信 号 、 及 び 増 減 量 を 示 す 増 減 量 信 号 を 発 生 す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｃ Ｓ ５ ３ Ｓ １ な い し ５ ３ Ｓ ｍ は 、 そ の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 で あ り 、 デ ジ タ ル 比 較 器 ５
３ Ｃ １ な い し ５ ３ Ｃ ｍ か ら の 増 減 信 号 に よ り そ の 極 性 が 変 わ る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 出 力 す
る 。 例 え ば 、 い ず れ か １ つ の デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 関 し 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ
イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ に 比 べ て 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ が 大 き く
な る 場 合 は 、 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 対 応 す る Ｃ Ｓ は 、 次 の 水 平 駆 動 時 間 に お い て 正 の ブ
ー テ ィ ン グ 電 流 を 出 力 す る 。 こ れ と 反 対 に 、 い ず れ か １ つ の デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 関 し 、 現
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在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ に 比 べ て 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ
イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ が 小 さ い 場 合 は 、 前 記 デ ー タ 電 極 ラ イ ン に 対 応 す る Ｃ Ｓ は 、 次 の 水
平 駆 動 時 間 に お い て 負 の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 を 出 力 す る 。 こ の よ う な ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が 水
平 駆 動 時 間 の 初 期 に デ ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ） の そ れ ぞ れ に 印 加 さ れ る の で 、 電 界 発
光 セ ル １ の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 作 用 す る に も か か わ ら ず 、 電 界 発 光 セ ル １ の 電 圧 印 加 速
度 、 す な わ ち 駆 動 速 度 を 速 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ チ Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ は 、 Ｃ Ｓ ５ ３ Ｓ １ な い し ５ ３ Ｓ ｍ の そ れ
ぞ れ か ら 出 力 さ れ る ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ の そ れ ぞ れ を ス イ ッ チ ン グ す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｔ Ｇ ５ ３ Ｔ １ な い し ５ ３ Ｔ ｍ は 、 デ ジ タ ル 比 較 器 ５ ３ Ｃ １ な い し ５ ３ Ｃ ｍ か ら の 増 減 量
信 号 の そ れ ぞ れ に 従 っ て ブ ー テ ィ ン グ － 電 流 ス イ ッ チ Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ の そ れ ぞ れ の 動
作 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 Ｔ Ｇ ５ ３ Ｔ １ な い し ５ ３ Ｔ ｍ は 、 そ れ ぞ れ の 水
平 駆 動 周 期 の 初 期 （ 図 ６ の ｔ １ ～ ｔ ３ ， ｔ ４ ～ ｔ ６ ， ｔ ７ ～ ｔ ９ ， ｔ １ ０ ～ ｔ １ ２ ， ｔ １
３ ～ ｔ １ ５ ， ｔ １ ６ ～ ｔ １ ８ ） に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 の 増 減 量 に 比 例 し た 時
間 に ブ ー テ ィ ン グ － 電 流 ス イ ッ チ Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ と タ ー ン オ ン す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ に よ る 必 要 電 力 が 印 加 時 間 に よ り 調
整 さ れ 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ の 瞬 時 値 が 常 に ほ ぼ 一 定 に な り う る 。 従 っ
て 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ の 瞬 時 値 の 過 度 な 上 昇 が 制 限 で き る の で 、 走 査
さ れ な い 電 界 発 光 セ ル が 発 光 す る よ う な ク ロ ス ト ー ク の 発 生 が 防 止 さ れ 、 消 費 電 力 が 減 り
う る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 出 力 電 流 ス イ ッ チ Ｓ １ な い し Ｓ ｍ は 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ チ Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ の
出 力 信 号 Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ と Ｄ ／ Ａ ５ ２ １ な い し ５ ２ ｍ か ら の 出 力 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ な い し
Ｉ Ｄ Ｐ ｍ と を 交 互 に 選 択 肢 、 選 択 し た 出 力 信 号 を デ ー タ 出 力 信 号 Ｉ Ｄ １ な い し Ｉ Ｄ ｍ と し
て デ ー タ 電 極 ラ イ ン ３ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ 及 び ６ を 参 照 し て 図 ６ の デ ー タ 駆 動 部 を 有 す る 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 の 電 界 発
光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 方 法 を 説 明 す る 。 図 ６ に お い て 、 参 照 符 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ は い ず れ か
１ つ の Ｄ ／ Ａ ５ ２ １ か ら の デ ー タ 電 流 信 号 を 、 Ｉ Ｄ １ は Ｄ ／ Ａ ５ ２ １ に 対 応 す る 出 力 電 流
ス イ ッ チ Ｓ １ か ら デ ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る デ ー タ 出 力 信 号 を 、 Ｖ Ｄ

１ は デ ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 信 号 を 、 そ し て 、 Ｖ Ｓ １ な
い し Ｖ Ｓ ６ は 走 査 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ４ ） に 印 加 さ れ る 走 査 電 圧 信 号 を そ れ ぞ れ 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 デ ー タ 出 力 信 号 Ｉ Ｄ １ を 参 照 す る と 、 現 在 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ

ｎ と そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号 Ｄ ｎ ＋ １ の 変 化 ベ ク ト ル に 対 応 す る
ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が そ の 次 の 水 平 駆 動 時 間 の 初 期 ｔ １ ～ ｔ ３ ， ｔ ４ ～ ｔ ６ ， ｔ ７ ～ ｔ ９ ，
ｔ １ ０ ～ ｔ １ ２ ， ｔ １ ３ ～ ｔ １ ５ ， ｔ １ ６ ～ ｔ １ ８ に お い て デ ー タ 電 極 ラ イ ン （ 図 １ の ３
ａ ） に 印 加 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 電 界 発 光 セ ル １ の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 作 用 す る に も か
か わ ら ず 、 電 界 発 光 セ ル １ の 電 圧 印 加 速 度 、 す な わ ち 駆 動 速 度 を 速 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 の 瞬 時 値 Ｉ Ｒ Ｅ Ｆ は 常 に ほ ぼ 一 定 で あ る が 、 ブ ー テ ィ ン グ 電
流 の 印 加 時 間 ｔ １ ～ ｔ ２ ， ｔ ４ ～ ｔ ５ ， ｔ ７ ～ ｔ ８ ， ｔ １ ０ ～ ｔ １ １ ， ｔ １ ３ ～ ｔ １ ４ ，
ｔ １ ６ ～ ｔ １ ７ は デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ の 増 減 量 に 比 例 す る 。 こ れ に よ り 、 ブ ー テ ィ ン
グ 電 流 Ｉ Ｂ １ に よ る 必 要 電 力 が 印 加 時 間 に よ り 調 整 さ れ て ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ の 瞬 時
値 が 常 に ほ ぼ 一 定 に な り う る 。 従 っ て 、 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 Ｉ Ｂ １ の 瞬 時 値 の 過 度 な 上 昇 が
制 限 さ れ う る の で 、 走 査 さ れ な い 電 界 発 光 セ ル が 発 光 す る よ う な ク ロ ス ト ー ク の 発 生 が 防
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止 さ れ 、 消 費 電 力 が 減 り う る 。 こ れ と 関 連 し 、 第 １ 及 び 第 ２ 水 平 駆 動 周 期 ｔ １ ～ ｔ ４ ， ｔ
４ ～ ｔ ７ を 代 表 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 水 平 駆 動 周 期 ｔ １ ～ ｔ ４ の 初 期 ｔ １ ～ ｔ ３ で は 、 そ の 走 査 時 間 ｔ ３ ～ ｔ ４ に お け る
デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ が そ れ 以 前 の 走 査 時 間 （ 図 示 せ ず ） に お け る デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ

Ｐ １ よ り 大 き く な る 。 そ れ に よ り 、 正 の 瞬 時 値 ＋ Ｉ Ｒ Ｅ Ｆ の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が デ ー タ 電
極 ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ 、 そ の 印 加 時 間 ｔ １ ～ ｔ ２ が デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １

の 増 加 量 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ 水 平 駆 動 周 期 ｔ ４ ～ ｔ ７ の 初 期 ｔ ４ ～ ｔ ６ で は 、 そ の 走 査 時 間 ｔ ６ ～ ｔ ７ に お け る
デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ が そ れ 以 前 の 走 査 時 間 ｔ ３ ～ ｔ ４ に お け る デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ

１ よ り 小 さ く な る 。 そ れ に よ り 、 負 の 瞬 時 値 － Ｉ Ｒ Ｅ Ｆ の ブ ー テ ィ ン グ 電 流 が デ ー タ 電 極
ラ イ ン （ 図 １ の ３ ａ ） に 印 加 さ れ 、 そ の 印 加 時 間 ｔ ４ ～ ｔ ５ が デ ー タ 電 流 信 号 Ｉ Ｄ Ｐ １ の
増 加 量 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 請 求 範 囲 に お い て 定 義 さ れ た 発 明 の 思 想 及 び 範
囲 内 で 当 業 者 に よ り 変 形 及 び 改 良 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に お い て 、 走 査 さ れ な い 電
界 発 光 セ ル が 発 光 す る よ う な ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 防 止 し 、 消 費 電 力 を 減 ら す こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 ２ の デ ー タ 駆 動 部 の 一 般 的 な 内 部 構 成 を 示 す 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の デ ー タ 駆 動 部 を 有 し た 一 般 的 な 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 法 を 示 す
タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の デ ー タ 駆 動 部 の 本 発 明 に よ る 内 部 構 成 を 示 す 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の デ ー タ 駆 動 部 を 有 し た 本 発 明 に よ る 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 法 を
示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
Ｓ Ｉ Ｍ 　 映 像 信 号
Ｓ Ｄ Ａ 　 デ ー タ 制 御 信 号
Ｓ Ｓ Ｃ 　 走 査 制 御 信 号
１ 　 電 界 発 光 素 子
２ 　 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
３ 　 デ ー タ 電 極 ラ イ ン
４ 　 走 査 電 極 ラ イ ン
５ 　 デ ー タ 駆 動 部
６ 　 走 査 駆 動 部
８ 　 Ｃ Ｓ
Ｄ Ｄ Ａ 　 デ ィ ス プ レ イ デ ー タ 信 号
Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ 　 水 平 同 期 信 号
３ １ ， ５ １ 　 ラ ッ チ 回 路
３ ３ ， ５ ３ 　 出 力 回 路
３ ２ ， ３ ２ １ な い し ３ ２ ｍ ， ３ ３ Ｄ １ な い し ３ ３ Ｄ ｍ ， ５ ２ １ な い し ５ ２ ｍ 　 Ｄ ／ Ａ
３ １ Ｒ １ な い し ３ １ Ｒ ｍ ， ５ １ Ｒ １ な い し ５ １ Ｒ ｍ 　 （ ｎ ＋ １ ） デ ー タ レ ジ ス タ
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３ １ Ｌ １ な い し ３ １ Ｌ ｍ ， ５ １ Ｌ １ な い し ５ １ Ｌ ｍ 　 ｎ デ ー タ ラ ッ チ
３ ３ Ｃ １ な い し ３ ３ Ｃ ｍ ， ５ ３ Ｃ １ な い し ５ ３ Ｃ ｍ 　 デ ジ タ ル 比 較 器
Ｓ １ な い し Ｓ ｍ 　 出 力 電 流 ス イ ッ チ
Ｉ Ｂ １ な い し Ｉ Ｂ ｍ 　 ブ ー テ ィ ン グ 電 流
Ｉ Ｄ Ｐ １ な い し Ｉ Ｄ Ｐ ｍ 　 デ ー タ 電 流 信 号
Ｉ Ｄ １ な い し Ｉ Ｄ ｍ 　 デ ー タ 出 力 信 号
Ｖ Ｄ １ 　 デ ー タ 電 圧 信 号
Ｖ Ｓ １ な い し Ｖ Ｓ ６ 　 走 査 電 圧 信 号
５ ３ Ｓ １ な い し ５ ３ Ｓ ｍ 　 Ｃ Ｓ
Ｓ Ｂ １ な い し Ｓ Ｂ ｍ 　 ブ ー テ ィ ン グ 電 流 ス イ ッ チ
５ ３ Ｔ １ な い し ５ ３ Ｔ ｍ 　 Ｔ Ｇ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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